

















































平成24年 1月24日午後1時半より､槍垣教授 (副査)､高山准教授 (副査)及び
成松 (主査)のメンバーで､博士論文 ｢ポリフェノール代謝物の抗酸化作用および抗炎
症作用｣(申請者 石元秀和氏)の審査会を成松の部屋で行ったC最初､石元氏に20
分間程度でスライドと使って学位論文内容を説明して貰い､その後3人の審査員と申請
者の間で質疑応答が交わされた｡
審査員の主な質問内容は､以下の通りである｡
1)ポリフェノール､特にGeraninの小腸管腔における微生物による代謝と､小腸から
吸収されるポリフェノールあるいはその微生物による代謝物の生体内における代謝と
の関連性
2)本研究で用いたラッh'nvivo抗酸化活性測定系の原理と信頼性
3)ポリフェノール及びその代謝物の抗酸化作用を発揮するメカニズムと構造活性相関
4)ラットにGeraninを経口投与後の代謝物Mlと血祭抗酸化作用における､Ml以外
の代謝物関与の可能性
5)マウス後肢カラグニン浮腫に対するMlの抗炎症作用と､Ml体内動態との関連性
これらの質問に対して石元氏はいずれもほぼ的確に答えることができた｡学位論文の
論旨も妥当で､図表も概ね適切であったが､一部不備な点もあり､審査委員によって指
摘された箇所を訂正の上､再提出したものを受理した｡
ポリフェノール Geraninの腸内細菌叢あるいは生体内辞素によって生成する代謝物
による抗酸化作用および抗炎症作用を兄いだし､そのメカニズムを追究した本学位論文
は､新規性があり､今後､疾病に対する予防的観点から実用に向けた可能性のある研究
内容として､博士論文に相応しいと判定される｡
